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「PDCAサイクル」とは何でしょうか？

Ｐ（PLAN：計画） ・・・仕事の計画を立てる
Ｄ（Do：実行） ・・・計画とおりに実行する
Ｃ（check：評価） ・・・実施した結果を確認する
Ａ（Action：改善） ・・・確認した結果を見て改善

処置をとる

■ P-1 「PDCAサイクルとは｣



PDCAサイクルの考え方
例えば旅行を考えます

Ｐ：どんな旅行に

するのか？

Ｄ：計画どおりに

旅行します

Ｃ：計画した旅行に

ついて，旅行を
しながら確認します

Ａ：良くなるように

次の旅行のときに
改善します

■ P-2 「PDCAサイクルの考え方｣



ブレーンストーミング

発想法の１つです。
以下の４つの決まり事を守って発想することが大
切です。

１．批判はしない
２．自由に発言
３．質よりも量が重視です
４．他の人の意見は参考に

しましょう

■ P-3 「ブレーンストーミング｣



紙飛行機を作るーどうすれば目標に近づく？ー
これまで学んだことを活用して実習してみましょう。
以下に，PDCAサイクルの例を示します．

Plan（計画）: はじめに、どのような紙飛行機をつくるか
目標に合った作り方の手順を考えましょう。

Ｄo（実行） : 目標に向かって試行錯誤し、実行してくだ
さい。その際、ブレーンストーミングを意識
しながらチームで協力し、できる限り計画に
近い紙飛行機を作ってください。

Check（評価）: 制限時間がきたら、他のチームの状況を参考
にするなど、計画は妥当だったか？もっと
良い方法はなかったか？などの色々な視点
から検討してください。

Action（改善）:改善点がまとまったら、補正・改善して、
はじめよりも計画に近くなる飛行機を作って
ください。

■ P-4 「PDCA実習｣



まとめ

・ものづくりは、思いつきやその場限り
の仕事ではできません。

・Ｐ（計画）Ｄ（実行）Ｃ（評価）Ａ
（改善）サイクルを実行することで、

スムーズにできるのです。

■ P-5 「まとめ｣


